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（背景・目的） 

α-シヌクレイン(α-Syn) は認知症患者の脳内に生じるレヴィ小体の主成分であり、神経毒性オリゴマー

を形成する。α-Syn は試験管内でもオリゴマー化するが、生体内では分子クラウディング効果が生じて

おり、α-Syn のオリゴマー形成はその影響を受けると考えられる。本研究では、アガロースゲルを利用

して、α-Synの生体内オリゴマーを再構成することを目的とする。 

（方法） 

50 mMリン酸緩衝液 (pH 7.4) に溶解した細胞内濃度 (50 µM) の 15N あるいは 13C標識 α-Synの溶

液、および同溶液を 1.0, 2.0%の濃度のアガロースで固めたサンプルを調製した。15N標識体を 4℃で 28

日間静置し、NMR測定を実施した。また、13C極低温プローブを備えた 7 T MRI により 13C 標識体の

MRS測定を実施した。 

（結果・考察） 

15N 標識体の静置実験では、アガロース濃度が高いほど α-Syn のシグナル強度が低下した。この結果

は、ゲル中における α-Syn のオリゴマー化促進を示す。また、生体内濃度の 13C 標識体を MRS で約 4

時間積算測定して、その 13C シグナルを検出できた。α-Synの細胞内半減期は約 50時間なので、脳内に

注入した 13C標識 α-Synも 13C MRSにより検出できると考えられる。 

（展望） 

脳内とアガロース中の α-Syn を MRS により観測し比較する。また、アガロースを用いて、代謝分解

を受けない条件下において α-Syn のオリゴマー化の経時変化を長期間観測し、生体内オリゴマーの形成

に関する情報を得る。 
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